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Ⅰ．研究目的 

視覚障害者の移動環境は、安全性に配慮した環境と

は程遠い状況にあると言える。本来、障害者等を対象

とした社会的な問題としてのバリアフリー化は、個々

の社会への参加を妨げる障壁の除去を示すものであり、

不利益を受けないような社会の変革を求めことにある。

そもそも公共分野における障害者を対象とした基準は、

昭和 48 年に車いす使用者のために示されたのが始ま

りとされている。一方、視覚障害者のための道路空間

の対策は、昭和 60 年に視覚障害者用誘導ブロックの

設置指針が定められ、整備基準の充実化が図られてい

る。しかし、視覚障害者の歩行特性を理解しないまま、

誘導ブロックを敷設した不具合のある事例が未だに散

見しており、また、移動の円滑化、安全性の向上のた

めの案内誘導の多様化、高度化が求められているにも

関わらず、具体的な取り組みも少ない。結果として、

障害者間に存在する対策の隔たりが移動の円滑化と安

全性に格差を生じさせている。このような背景のもと

で、本研究ではロービジョン者の移動の円滑化、安全性

向上のために必要と考える案内誘導の多様化、高度化に

焦点を絞り、「光」と「音」の要素を取り入れた情報伝

達コンテンツ等のシステムを試行し 2 つの命題を設定

して実証研究を行い、障害者間に生じている政策的、対

処的格差の解消の実現の可能性を福祉工学的視点から

検討することを目的とした。 

Ⅱ．研究方法及び結果 

 まず、夜間の歩行時や横断時の危険性の要素を軽減

する「点滅光」の有効性を実証するための研究と捉え、

自発光型縁石ブロックを用いて、ロービジョン者の夜

間時の歩行特性を明らかにした。第 2に低位置型照明

が夜間のロービジョン者の歩行の手掛かりとして、光

の誘目性が関係していることの知見を得た。第 3に悪

視程環境下における自発光型点滅鋲の視認性向上評価

を実施した。最後に、白内障疑似体験メガネを用いた

実証実験を行い、夜間の移動環境下では、点滅光が有

効であり視認効果が期待できることの一定の成果を得

た。LED点滅光は、高齢者を含む移動弱者、とりわけ

ロービジョン者にとっても夜間歩行の安全性を高める

ための誘目性の高い効果的な情報の一つであることを 

これらの実証実験で明らかにした。次に、音声による

移動情報支援効果を立証するために移動情報取得支援

システムの実証実験を行った。公共空間における移動

時に必要性の高い情報内容の峻別を行い、移動時に必

要とする情報の優先度や重要度の高い情報内容、情報

量を絞り込み、情報提供コンテンツとしての有効性を

試み、ロービジョン者の日常、非日常における外出や

移動の支援など、有用かつ汎用性のあるシステムの構

築の可能性を確認した。但し、移動情報に対するニー

ズや情報の受取り方は個人差が大きいため、情報の一

般化と提供方法について課題が残った。 

Ⅲ．研究考察 

 自立や生きがいを助長し、調和が図られる社会との

結節的な役割として、対象者となる人たちの身体的特

性の把握・理解だけでなく、生活・移動環境領域の特

徴理解と基準等の法的支援との間にある諸問題を明ら

かにすることが福祉工学的視点からのアプローチの一 

つと考える。そもそも、社会的行為としての移動は、

移動制約者が出現する環境下での物理的バリアの解消

の必要性と社会的不利益の排除による社会的格差の解

消が求められているにもかかわらず、障害者間の対策

の隔たりが移動の円滑化と安全性に格差を生じさせて

いる状況が窺われる。本研究での実証的成果は、移動

支援サービスのアクセシビリティを向上させることに

つながるとともに、障害者間に生じている政策的、対

処的格差の解消を実現するという課題解決の糸口にな

る。視覚障害者の移動を支援するための本研究の成果

は、単にものづくりという領域だけで判断するもので

はない。社会全体が生きがいのある生活向上を目指し、

助長するための福祉工学的支援も加わり、住みやすく、

安全で、快適な生活空間づくりのなかで、「自助」「共

助」「公助」が融合する日常生活における移動環境シス

テムの構築によって良質な移動の保障と社会サービス

は得られるものと考える。本研究の知見を参考に、移

動情報提供コンテンツの性能を活用し、多様化してい

くことが、視覚障害者の負担の軽減につながり、障害

者間の格差を解消する可能性を高めるものと確信する。 


